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「解体コンクリートの再生利用技術の開発」

(1)シーズ概要

近年，建築・土木分野では，循環型社会の形成に向けて，建設廃材の再利用が強く求められてい
る。図１に示すように本シーズでは， コンクリートから骨材（砂利，砂，微粉）を採取して，再びコンク
リートとして再生利用し，それらを構造躯体およびコンクリート二次製品として利用する技術である。

①解体コンクリートからJIS規格に適合する再生砕石H，M，Lを採取

する技術を開発。
②再生砕石を用いたコンクリートの

フレッシュ性状および硬化後の性状を確認。
③再生砕石コンクリートを用いた梁部材の構造性能を確認

(3)新規性･優位性、適用分野

【適用分野】

特許出願：なし
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（その３ 再生砕石コンクリートを用いた梁のせん断実験（パイロット試験）），
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関係企業等：敦賀セメント（株），八戸工業大学
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環境

解体コンクリートの再利用に向けて 再生コンクリート

従来技術では，丸い石を使用した解体コンクリートから骨材等を採取する技術開発を主に実
施している。本開発では，砕石を使用した解体コンクリートから骨材等を採取する技術開発をす
すめており，新規性がある。

適用分野：建築・土木のリサイクル分野
用 途：再生コンクリートは，生コンクリートとしての利用が可能であり，捨てコンクリート，構

造躯体（柱・梁・壁等），コンクリート二次製品（L型擁壁，波消しブロック，車止め等）
としての利用が可能である。

応用展開可能な事業や製品：
本シーズは，コンクリートに関連する事業や製品に展開が可能である。

図１ 開発イメージ
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